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論文の要旨及び判定理由 

 本研究論文は、Th1細胞が産生するサイトカインであるインターフェロンγ（IFN-γ）と、Th2細胞が

産生するインターロイキン４（IL-4）、さらにそれぞれの受容体（IFN-γR，IL-4Rα）の遺伝子多型と、

慢性特発性血小板減少性紫斑症（chronic immune thrombocytopenia: cITP）の発症、臨床像、治

療反応性との関連を検討したものである。cITP患者（126名）と健常者（202名）の血液から調製し

たDNAを用いて、上記の遺伝子多型の出現頻度を解析した結果、cITP患者は健常者に比べて、

高活性型のIL-4Rα多型をホモで持つ被験者が有意に少ないことが分かった。また、cITP患者の

臨床背景と遺伝子型を比較すると、高発現型のIFN-γ遺伝子多型を持つ患者は血小板数最低

値が有意に低く、また低産生型のIL-4遺伝子多型をホモで持つ患者は治療反応性が不良であ

った。フローサイトメトリーによる解析の結果、cITP患者は健常者に比べてTh1/Th2比が高く、また、

この値がより高い患者の方が重症であった。 

 以上のように本研究は、サイトカインとその受容体の遺伝子多型が、ITPの臨床像や治療反応

性に影響する可能性を示しており、ITPの病態の理解に寄与する成果であると認められ、博士

（保健学）の学位に値するものと判定した。 
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